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ラック、増加するWebサイトへのサイバー攻撃の脅威に向け、アカマイとの連携を強化 

～日本企業で初めて、アカマイのソリューションへマネージドセキュリティサービスを提供～ 

 

株式会社ラック（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：髙梨 輝彦、以下ラック）は、増加する

Webサイトへのサイバー攻撃の脅威に向け、アカマイ･テクノロジーズ合同会社（本社：東京都中央区、

職務執行者社長：徳永 信二、以下アカマイ）との戦略的パートナー契約を締結し、日本企業で初めて

アカマイのWebセキュリティソリューションと自社のセキュリティ監視センター（JSOC）を統合したマ

ネージドセキュリティサービス（以下MSS）を提供する予定です。 
 

このパートナーシップの一環として、JSOCは分散型サービス妨害（DDoS）およびWebアプリケーショ

ン攻撃に対する24時間365日の監視、分析、運用支援を通じて、お客様のセキュリティインシデント対

応をサポートします。このMSSサービスはアカマイによって認定されたJSOCのエンジニアによって提供

され、業界をリードするラックのネットワーク監視サービスに追加されます。ラックは、アカマイか

らこの認証を受ける日本初の企業になります。 
 

昨今、お客様のIT利用環境はオンプレミス（物理）からクラウド（仮想）へと急速に変化し、従来

のゲートウェイ中心のセキュリティ対策に加え、クラウド環境下でのシステム保護へのニーズが高ま

っています。 

こうしたなか、サイバー攻撃は企業の大きな脅威となり、多くの企業が情報セキュリティ対策に積

極的に取り組んでいますが、近年、脅威の増加が顕著なのがWebサイトへのサイバー攻撃です。脆弱な

サイトやアプリケーションを標的とした攻撃は、サイトの可用性やデータの機密性という観点で大き

なリスクとなるため、検討すべき課題となっています。Webサイトへのサイバー攻撃は、組織の顔とも

言えるホームページや、オンラインショッピングサイトや情報提供サイトなどに、大量の通信データ

やサイトを異常停止させる攻撃情報を送りつけ、組織に対する嫌がらせや金銭を狙った脅迫行為など

のために行われます。大量の通信や、膨大な通信の中から攻撃を意図したものを見つけ出すためには、

大容量で高速に分析処理が可能なセキュリティサービスが必要不可欠であり、アカマイはこの分野に

おけるリーディングカンパニーです。 
 

アカマイが2016年11月に公開した「インターネットの現状-セキュリティ」によれば、2016年第３四

半期と、１年前の2015年第３四半期との比較において、DDoS全体の攻撃件数は71%増加しており、

100Gbpsを超える大規模なDDoS攻撃の件数も2.38倍増となりました。日本国内においても、大規模なWeb

への攻撃が増加し始めています。 

ラックはこのような状況を予見し2013年３月にアカマイとの協業を開始しアカマイのソリューショ

ンの拡販に取り組んでいますが、ラックが提供する緊急対応サービス「サイバー119」におけるWebサ

イトの被害相談が増加していることを受け、アカマイとの連携をさらに強化します。 

http://www.lac.co.jp/service/solution/akamai.html
http://www.lac.co.jp/service/solution/akamai.html
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ラックは、今回のJSOCによるMSSサービスの提供だけではなく、サイバー救急センターやセキュリテ

ィ診断、セキュリティ人材育成といった多方面での連携を順次強化し、官公庁・企業・団体等のセキ

ュリティ対策を強力に支援してまいります。 

 

▼参考情報 

AKAMAI 発行「インターネットの現状-セキュリティ」：2016 年第３四半期エグゼクティブサマリー 

2013 年３月７日発表のプレスリリース「ラックとアカマイ、13万台の盾で日本の企業を防衛」 

 

以上 

 

【 株式会社ラックについて 】 （http://www.lac.co.jp/） 

ラックは、1986年にシステム開発事業で創業、多くの実績を誇る「金融系の基盤システム開発」「マーケティン

グ・オートメーション支援」「ビッグデータ・アナリティクス」を始め、社会の基盤システムの開発を行っていま

す。1995年にはいち早く情報セキュリティ事業を開始し、現在ではサイバーセキュリティ分野のリーディングカ

ンパニーとして、官公庁・企業・団体等のお客様に業界屈指のセキュリティ技術を駆使した、先端のITトータル

ソリューションサービスを提供しています。2016年には、米フロスト＆サリバンより、「セキュリティ監視」「脆

弱性診断」「セキュリティ事故対応」「セキュリティコンサルティング」などが高く評価され、昨年に続き2年連続

で「2016 ジャパン マネージドセキュリティサービス プロバイダーオブザイヤー」を受賞しています。なお、ラ

ックは2017年よりアカマイのプラチナパートナーに認定されています。 

 

【 アカマイ・テクノロジーズ合同会社について 】 （https://www.akamai.com/jp/ja/） 

コンテンツ・デリバリー・ネットワーク（CDN： https://www.akamai.com/jp/ja/resources/cdn.jsp）サービ

スのグローバルリーダーとして、アカマイ は、インターネットを高速で確実、かつ安全なものとしてお客様がご

利用いただけるようにします。アカマイのウェブパフォーマンス、モバイルパフォーマンス、クラウドセキュリ

ティ、メディア・デリバリー・ソリューションは、デバイスや場所に関係なく、革新的な方法で消費者、企業、

エンターテインメントの体験を最高のものにします。アカマイのソリューションとそのインターネット専門家チ

ームが、企業のより速い進歩にいかに貢献しているかについて、<www.akamai.com>または<blogs.akamai.com>お

よびTwitterの@Akamaiで詳細をご紹介しています。 

 

＊ ラック、LAC、JSOCは、株式会社ラックの国内及びその他の国における登録商標または商標です。 

＊ アカマイとアカマイ・ロゴは、アカマイ・テクノロジーズ・インクの商標または登録商標です。 

＊ その他、記載されている会社名・団体名、製品名などは、各社の登録商標または商標です。 

 

https://www.akamai.com/jp/ja/multimedia/documents/state-of-the-internet/q3-2016-state-of-the-internet-security-executive-summary.pdf
http://www.lac.co.jp/news/2013/03/07_press_01.html
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─────────────────────────────────────────── 

この件に関するお問い合わせ 

─────────────────────────────────────────── 

■ 掲載記事のお問合せ先には、こちらをご紹介ください。 

株式会社ラック  

Tel： 03-6757-0113（営業） E-mail： sales@lac.co.jp 
 

アカマイ・テクノロジーズ合同会社 

マーケティング本部マーケティング部 （Mail: marketing-jp@akamai.com） 

 

■ 本件に関する取材のご要望は、こちらにご連絡ください。 

株式会社ラック IR広報室 広報担当  

Tel: 03-6757-0107（広報部門）、03-6757-0130 

E-mail: pr@lac.co.jp  Twitter： @lac_security 

Facebook： https://www.facebook.com/Little.eArth.Corp 
 

株式会社井之上パブリックリレーションズ（PR会社） 

〒160-0004 東京都新宿区四谷４-34-１ 新宿御苑前アネックスビル２F 

TEL:03-5269-2301（代）/FAX:03-5269-230 

アカマイ広報担当：リットウィン・吉田 （Mail: akamai@inoue-pr.com） 

 

※ラックのプレスリリース配信をご希望の報道機関の方は、メールにてお問い合わせください。 

─────────────────────────────────────────── 

 


